
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※
「
青
く
ん
、
ま
て
ま
て
。
い
た

く
は
な
い
か
。
」
と
、
心
配
し

な
が
ら
お
い
か
け
ま
し
た
。 

※
「
い
い
か
ら
。
早
く
に
げ
た
ま

え
。」 

 
 
 

 
 

※
コ
ツ
ン
と
強
く
う
つ
ま
ね
を

し
ま
し
た
。 

※
げ
ん
こ
つ
で
コ
ツ
ン
と
一
つ

う
ち
ま
し
た
。 

赤
お
に 

コ
ツ
ン
と
う
ち
あ
て
ま
し
た
。 

わ
ざ
と
は
し
ら
に
ひ
た
い
を 

あ
わ
て
た
ふ
り
を
し
て 

に
げ
出
し
ま
し
た
。 

「
だ
め
だ
め
し
っ
か
り
う
つ
ん
だ
よ
。
」 

「
ポ
カ
ポ
カ
な
ぐ
れ
。」 

青
お
に 

◆工夫例 34 「ワークシートやノートに書いたものを基に発言するようにする」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑷ 授業の展開】 

②－５「児童生徒が発言しやすくなるように配慮している」 

≪解説≫ 
 間違うことは恥ずかしいことではないということを念頭に置いた学級づくりに努めること
で、子どもが何でも安心して言える雰囲気を作ることが大切です。 
学級の中に、発言することに苦手意識がある子どもがいる場合には、書くことで自分の考え

をまとめてから発言するようにすると、安心感が生まれ、発言に対して積極性も出てきます。
書いた内容を教師が把握しておくことでその後の活動にも生かすことができます。記憶力が弱
い子どもや、性格や心理的な課題がある子どもがいる場合には、ワークシート等を使って思考
を整理し、それを見ながら発言してもよいことにしておくと、安心してうまく発言できる場合
があります。言語表現が困難な子どもの場合には、周りの子どものフォローを受けられるよう
な体制を作ることが困難さを補うことにつながります。 
 書く活動を取り入れることで、配慮の必要な子どもの考えを意図的に取り上げることができ、
自信につなげることができます。書く時間を意図的に確保することは、思考力や表現力、判断
力の育成のためにも有効です。 
 
【工夫点】 
・ワークシートやノートに書いたものを基に発言するようにする。（小中高 工夫例 34） 
・発言に小黒板（ホワイトボード）を利用し、様々な考えを整理分類する。（小中高） 
・相談タイムを作り、周りの人に教えてもらってもよいこととする。（小中高） 
・時間を区切って話合いをさせ、発言しやすい状況にする。（中高） 
・指名する場合には、あらかじめ子どもが順番を予想できるようにする。（高） 

ワークシートの例（国語 ないた赤おに） 

≪国語（小学校３年生）≫ 

発言する際に、事前にワ

ークシートに書いておく

と、子どもは発言しやすく

なります。それでも発言で

きない子どもの場合は、子

どもが書いている内容を教

師がチェックしておいて、

後からみんなに「こんなよ

いことを書いている」とい

うように紹介すると満足感

を得させることができま

す。書いていることを見る

ことで、子どもがどんなこ

とを考えているか把握する

ことができ、後からその内

容を授業に生かすことが可

能になります。 は子どもが書いた内容 ※ 

①
村
人
た
ち
の
前
で
、
赤
お
に
や
青
お
に
は
ど
の
よ
う
な
様
子
だ
っ
た
で
し

ょ
う
。 

  

②
お
に
た
ち
の
様
子
を
見
て
い
た
村
人
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し

て
い
た
で
し
ょ
う
。 

  

あ
の
赤
お
に
は
、
な
ん
て
や
さ
し
い
お
に
な
ん
だ
。
よ
し
、
お
茶
を 

の
み
に
行
こ
う
。
そ
し
て
み
ん
な
に
つ
た
え
よ
う
。 

≪つまずきの背景≫ 
 Ｃ 記憶力の弱さ、Ｅ 性格や心理的な課題、Ｊ 言語表現の困難さ 
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